
使用説明書

光重合型前裝冠用硬質レジン

Total Esthetic Harmony



はじめに
ジーシープロシモは、「健康的な白い歯（明るい色調の歯）に治して

欲しい」という患者さんの要望に応えて、審美性、築盛操作性と理

工学的性質を高いレベルで実現したＭＦＲタイプ前装冠用光重

合型硬質レジンです。

審美性の向上にあたっては、インレー／クラウン／前装冠用超硬

質レジン「ジーシーグラディア」の色調を基調とし、ビタパンクラ

シカルシェード（旧ビタパンルミンバキュームシェード）をピンク

オレンジシフトさせた独自のプロシモシェードを採用。口腔内発

色に優れた明るい温かみのあるシェード体系を完成しました。

また、長年先生方に親しまれてきたビタパンクラシカルシェード

を忠実に再現するためにＡ系統にクラシカルオペーク、クラシカ

ルサービカル、クラシカルデンチンもご用意しております。これ

らの新しい審美的なアプローチにより臨床に即した幅広い色調

選択を行うことが可能となるとともに、口腔内で天然歯にマッチ

した色調再現が容易に行えます。キャラクタライズ用としても

歯頸部の色調表現に効果的なマージンオペーク（ＭＯ）や切端部

の自然な透明感を表現するインテンシブカラー（IC7：ラベン

ダー）など内部ステイン材料など特殊色も充実させました。

操作性の面では、各種ペーストの表面性状やちょう度の見直しに

より、優れた築盛操作性と付形性を有しております。

今後ますます高い審美性と効率よい操作性が望まれる硬質レジ

ンシステム、「ジーシープロシモ」は必ずや皆様にご満足いただけ

る製品と確信しております。

1.日本人の天然歯の色調を徹底追求した「プロシモシェード」と、世界標準であるビタシェードを忠実に再現する「プロシモク

　ラシカルシェード（A系5色）」を用意。幅広い要望に的確に対応できるように、シェード設計を行いました。

2.「プロシモシェード」は、日本人の歯の色調に合わせてピンクオレンジ系にシェードをシフトさせてあるため、口腔内で明る

　く健康的な色調表現が行えます。

3.「プロシモクラシカルシェード」は、簡単な操作でビタシェードを忠実に再現できるように考えられたシェードで、専用のク

　ラシカルオペーク、クラシカルサービカル、クラシカルデンチンがあります。

4.デンチンの高い明度設定と、レジン特有のオパール性を抑制することにより、天然歯のような明るさと質感が表現できます。

特長

■仕上がりシェード比較

プロシモシェード（A3) ビタパンクラシカルシェード（A3) プロシモクラシカルシェード(A3）

n：プロシモシェード

上段：ビタパンクラシカルシェード A2／A3／A3.5
下段：プロシモクラシカルシェード A2-C／A3-C／A3.5-C



　
色調構成
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各ペーストの遮蔽性

色調構成表 ■ファンデーションオペーク（1色）
メタルフレームのアンダーカット部に確実に
流れる流動性と優れた光硬化特性を付与し
たワンペーストタイプのオペークです。

■マージンオペーク（1色）
ファンデーションオペーク築盛後、マージン
部に１ｍｍ程度の幅で築盛することにより、
歯頸部の色の浮き上がり感を抑える効果色
です。また、オペークの色調調整のため、オペー
クに混ぜて使用することもできます。

■オペーク（16色）／
　クラシカルオペーク（A系5色）
歯冠の基本的な色調の表現ならびに金属色
の遮蔽を目的とするワンペーストタイプのオ
ペークです。適度な流動性と粘性の設定によ
り、マージン部へ垂れることなく、均一な厚み
に容易に塗布できます。

■サービカル（8色）／
　クラシカルサービカル（Ａ系2色）
歯頸部・歯根部の色調を表現するために使用
します。濃く、遮蔽性の高い色調に設定するこ
とにより､歯頸部など厚みが取れないケース
でも自然感のある深みを表現することがで
きます。

■デンチン（16色）／
　クラシカルデンチン（Ａ系5色）
スパチュラへのベタツキのない、適度なノビ
とコシの設定により、築盛操作を効率よく行
えます。また付形性に優れており、デリケート
な指状構造も思い通りに形成できます。

■インテンシブカラー（15色）
オペーク･デンチン･エナメルの各段階において
使用する内部ステイン材です。色調が比較的濃く
設定してありますので、クリアーを混ぜて薄く調
整したり、また各色を混ぜることにより思い通り
の色調調整が行えます。

■エナメル（4色）
オパール性を抑えることにより、従来製品にみら
れる青白っぽさを解消して、温かみのある色調･
透明感を表現します。

■エナメルインテンシブ（1色）
透明度をトランスルーセントとエナメルの中間
に設定した特殊色です。従来のトランスルーセン
トと同様に使用することにより、天然歯のような
深みのある色調と奥行きのある質感を表現する
ことができます。

■トランスルーセント（3色）
最も透明性の高い口腔内でよく見られる色調で
す。歯質の自然な透明感を表現する場合に使用し
ます。TO（クリアー）、T2（ホワイト系）、T4（アンバー
系）がラインナップされています。

■コンポジットプライマー
追加築盛やリペアーの場合に使用する光重合型
接着材です。また、ペースト築盛時にスパチュラの
滑りを良くするモデリングリキッドとしても使
用できます。

■メタルプライマーⅡ
オペークをメタルフレームに接着させるための
金属接着性プライマーです。貴金属・卑金属を問
わず優れた接着力を発揮します。
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＊：IC13をベースにIC1、IC2、IC3、IC10等を混ぜて使用します。



メタルフレームの厚さは、前
歯では0.3mm、臼歯では0.5mm以上
確保してください。

　
技工操作ステップ

ビーズの再現不良は鋳込
み不足によって生じることが多い
ためご注意ください。

通法により作業模型を製作します。
使用製品：ニューフジロックファスト
セット

ワックスアップ　
模型にジーシーセップ（ワックス
分離材）を塗布し、インレーワック
スにて歯冠外形を回復します。

1 窓あけ　
前装する部分の窓あけを行いま
す。

2

リテンションビーズアドヒーシ
ブⅡの塗布　
アドヒーシブⅡを薄く一層塗布しま
す。アドヒーシブⅡは、揮発成分が揮発
した後に粘着層が残る様に設計され
ていますので、必ず乾燥させてから

4 ビーズを振りかけてください。 リテンションビーズⅡＳＳＳの付与
　
リテンションビーズⅡＳＳＳを築盛
層の厚みを考慮し、必要な部分に
均一になるように振りかけます。

5

鋳造　
通法に従い鋳造を行います。

7

基本築盛
 １. 作業模型の製作  2．メタルフレームの製作

外形形成したワック
スと異なる色調のワックスで支台歯
をコーピングしておくと窓あけのと
きに厚さが確認しやすく便利です。

アドヒーシブⅡの筆
を必要に応じハサミでカットしますと
液を薄く塗布し易くなります。

ジーシーメタルプラ
イマーⅡを併用することにより、ファ
ンデーションオペークはメタルフレー
ムに確実に接着します。このためメタ
ルフレーム全面にリテンションビーズ
をつける必要がなく、下図の様な付与
形態で充分な維持力が得られ、レジン
層を厚く築盛することが可能となり
色調表現が容易になります。
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メタルフレームの完成　
鋳造後にカーバイドバーなどを用いメタル
フレームの前装面の辺縁全周を0.5mm幅
でビーズを削除します。特にレジン築盛層
の厚みを取りたい部位も「リテンション
ビーズの削除例」を参照の上、削除します。
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リテンション
ビーズの削除例
単冠の場合

臨床のヒント

臨床のヒント

臨床のヒント

注意点

（A3）

注意点

メタルプライマーⅡ塗布後は、
処理面の汚染を防ぐため直ちにファン
デーションオペークの塗布に移行しま
す。

メタルプライマーⅡを厚く塗
りますと、かえって接着力が低下しま
すので、１度ないし２度で完了してくだ
さい。

メタルプライマーⅡは揮発性
が高いため、使用後は直ちに密栓して
ください。

アルミナサンドブラスト処理
　
５０μｍのアルミナサンドで前装
面をブラスト処理します。メタルプ
ライマーⅡを使用する前には必ず
ブラスト処理を行い、新鮮面を出

1 メタルフレームの清掃　
アルミナサンドブラスト処理後、エ
アーガンにより接着面を清掃しま
す。清掃後は接着面の汚染を避け
るために、直ちにメタルプライ
マーⅡの塗布に移行します。

2 メタルプライマーⅡの塗布　
メタルプライマーⅡを専用の筆で一
層（1度ないし2度）薄く塗布します。塗
布後は揮発成分が揮発し金属表面は
塗布前と同じ状態に見えますが、この
状態で充分な接着効果が得られます。

3

 3．メタルフレームの前処理 

注意点

注意点

注意点

スプルーの植立　
通法に従いスプルーを植立しま

3

「5.リテンションビーズ
ⅡSSSの付与　リテンションビーズの削除例」を
参照の上、あらかじめビーズを削除する部位に
植立しておくと効率良く作業が進められます。

臨床のヒント

埋没　
通法に従いワックスパターンに
ジーシーシュールミスト（界面活
性材）などを塗布後、埋没します。
使用製品：クリストクイック20
　　　　　クリストクイックⅡ

6
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マージンオペークは、ファン
デーションオペークの上に築盛しま
す。歯冠色オペークの上に築盛します
と形態修正を行った際に、マージンラ
インにオペークが白っぽく見えること
がありますので、ご注意ください。

ファンデーションオ
ペーク・オペーク類の採取時にペース
トが少し硬い場合には、筆でかきまわ
すなど動きを与えますと直ぐに流動
性を回復します。

付属の平筆で、ファンデーションオ
ペークをメタルフレームの辺縁を除い
たアンダーカット部に擦り込むように
塗布し、予備重合（光照射）を行います。
ファンデーションオペークの１回の塗
布厚さは約100μｍで、ほぼリテン

ションビーズⅡＳＳＳの頭の高さにな
ります。

歯頸部特有の深みのある色調を表現
するために、マージン部に付属の丸筆
を用い約1mm幅でマージンオペーク
を塗布し、予備重合を行います。

OA3

CAL

MO

平筆を用い、オペークを全面に薄く延
ばすように塗布し、予備重合を行いま
す。一度に厚く塗りますと未重合にな
ることがありますので2回に分けて塗
布します。

 4．ファンデーションオペークの塗布
ファンデーションオペークな

どオペーク類の予備重合は、ラボライ
トLV−Ⅲを用い、行います。光の透過性
が低いオペーク類の場合は、ジーシー
ステップライトSL‐Ⅰは使用できませ
ん。

 5．マージンオペークの塗布・予備重合

 6．オペークの塗布・予備重合

オペーク1回目の状態です。 歯頸部にさらに深みを表現したい場
合にサービカルを歯頸部から約2〜3
ｍｍ移行的に築盛し、予備重合を行い
ます。サービカルは、A色・B色・C色・D色

 7. サービカルの塗布・予備重合

注意点

注意点

光照射時間はラボライトLV‐Ⅲで30秒間です。（表2参照）光照射時間はラボライトLV‐Ⅲで1分間です。（表1参照）

光照射時間はラボライトLV‐Ⅲで1分間です。（表1参照）光照射時間はラボライトLV‐Ⅲで1分間です。（表1参照）

光照射時間はラボライトLV‐Ⅲで1分間です。（表1参照）

 ラボライトLV‐Ⅲ・Ⅱ　　　　　　　1分
 ラボライトLV‐Ⅰ　　　　　　　　 3分

表1（オペーク類の光照射時間）

デンタカラーXS、ユニックスS、αライト、ソリディライト、
を用いる場合は、ラボライトLV‐Ⅲと同様です。

 ステップライトSL‐ Ⅰ            　  10秒
 コービー　　　　　　　　　   　   20秒
 ラボライトLV‐Ⅲ・Ⅱ　　　　　　 30秒
 ラボライトLV‐Ⅰ　　　　　　　   1分

表2（デンチン・エナメル等の光照射時間）

臨床のヒント ファンデーションオ
ペークを用いず、直接オペークを築盛
する場合には、1回の厚さが50μｍを
超えないように塗布します。

臨床のヒント

の各色調でL（ライト）D（ダーク）が設定
されていますので、P2の色調構成表を
参照の上色調をご選択ください。
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シリンジより適量のペーストをスパ
チュラで採取し、歯冠形態を考慮し、気
泡が混入しないように築盛し、予備重
合を行います。

指状構造（マメロン）は、エナメルのス
ペースを考慮しながら歯冠中央から
切端にかけ薄くなるように形成しま
す。

 8. デンチンの築盛・予備重合

デンチン築盛完了時の隣接面観
歯冠 1／3付近から切縁の領域にエナ
メルの築盛スペースを確保します。

光照射時間はラボライトLV‐Ⅲで30秒間です。（表2参照）

（A3）

オペーク2回目の状態です。

4



形態修正　
カーバイドバー、ダイヤモンドポイ
ント、カーボランダムポイント等を
用い 、唇側面溝や豊隆部など解剖
学的歯冠形態に形成します。

1 最終バフ研磨　
通法に従いペーパーコーンやシリ
コーンポイントを用い表面性状を滑
らかにした後、フェルトポイントまた
は皮バフに研磨材をつけ、艶出し研
磨を行います。

3

 10. エナメルの築盛・予備重合

歯冠形態を考慮しながら、切端から移
行的にエナメルを築盛し、予備重合（ま
たは最終重合）を行います。

 11. 最終重合

エナメル（またはエナメルインテンシ
ブなど）を築盛後に最終重合を行いま
す。

 12. 形態修正・研磨
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DA3

MO

CAL

IC7

E3

DA3

MO

CAL

EI1

IC7

IC10+IC13＊ 

メタル 

OA3

FO

メタル 

OA3

FO

メタル 

■簡便法（A3） ■基本法（A3） ■応用例（A3） 

DA3

MO

CAL

OA3

FO

メタル 

■基本法（A3） 

E3

DA3

MO

CAL

EI1

IC7

IC10+IC13＊ 

OA3

FO

メタル 

IC7

■応用例（A3） 

E2

DA3

CAL

EI1

IC9

IC10+IC13

IC7

E3

IC7

■基本法（A3） 

＊ 

光照射時間はラボライトLV-Ⅲで30秒間です。（表2参照）

光照射時間はラボライトLV-Ⅲで3分間です。（表3参照）

 ステップライトSL- Ⅰ            　  10秒
 コービー　　　　　　　　　   　   20秒
 ラボライトLV-Ⅲ・Ⅱ　　　　　　 30秒
 ラボライトLV-Ⅰ　　　　　　　   1分

表2（デンチン・エナメル等の光照射時間）
 ラボライトLV-Ⅲ・Ⅱ　　　　　　 3分
 

ラボライトLV-Ⅰ　　　　　　　　 5分

表3（最終重合時間）

デンタカラーXS、ユニックスS、αライト、ソリディライト、
を用いる場合は、ラボライトLV-Ⅲと同様です。

表面性状の付与　
ダイヤモンドポイントまたはカー
ボランダムポイントにより表面性
状の付与を行います。

2

切端部の透明感を付与するため、マメ
ロン構造を考慮しながらインテンシブ
カラー（ＩＣ７）を塗布し、予備重合を行い
ます。

光照射時間はラボライトLV-Ⅲで30秒間です。（表2参照）

さらに深みのある色
調を表現したい場合には、エナメルイ
ンテンシブ（EI1）を切端から移行的に
築盛します。

臨床のヒント

完成

①カーバイドバーを用い、新鮮面を出
します。

②ジーシーコンポジットプライマー
を被着面に一層薄く塗布します。

③塗布したコンポジットプライマーを
光照射します。

④エナメル、トランスルーセント等の
ペーストを追加築盛します。

⑤追加築盛後、最終重合として光照射します。
追加築盛が広範囲または

多数歯になる場合は、ラボライトLV-Ⅲにて光照
射を行ってください。口腔内リペアーの場合な
どガンタイプの光照射器を用いる場合には、規
定の光照射時間より長く光照射してください。

⑥完成

光照射時間は、各機種により以下の通りです。
　●ラボライトLV-Ⅲ・Ⅱ　1分
　●ラボライトLV-Ⅰ　　 3分
　●コービー　　　　　　20秒

臨床のヒント

光照射時間はラボライトLV-Ⅲで3分間です。（表3参照）

 9. インテンシブカラー（IC7）の塗布・予備重合

切端部の透明感を付
与する別の方法として「7.サ-ビカルの
築盛・予備重合」の段階で点線部分にイ
ンテンシブカラー（IC7）を塗布する方
法もあります。

臨床のヒント
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 追加築盛および口腔内リペアー



データファイル

30秒 3分 1分 5分 20秒 1分 10秒 

30秒 1分 20秒 10秒 

※ 

※ ※ ※ 

※ ※ 

※単冠1面あたり。 

光重合時間一覧表 

ファンデーションオペーク 
オペーク／クラシカルオペーク 
マージンオペーク 
 
サービカル／クラシカルサービカル 
デンチン／クラシカルデンチン 
エナメル 
エナメルインテンシブ 
トランスルーセント 
 
インテンシブカラー 

光重合器 

ペースト 予備重合 最終重合 予備重合 最終重合 予備重合 最終重合 予備重合 

ラボライトLV-Ⅱ・Ⅲ ラボライトLV-Ⅰ コービー ステップライトSL-Ⅰ 

1分 3分 20秒 

光重合時間一覧表

光照射時間：30秒 
DA1,DA2,DB1,DB2,DC1, 
DD2,DA1-C,DA2-C 

DA3,DA3.5,DB3,DC2,DC3, 
DD3,DD4,DA3-C,DA3.5-C 

DA4,DB4,DC4,DA4-C 

CAL,CBL,CDL,CAL-C 

CAD,CBD,CCL,CDD,CAD-C 

E1,E2,E3,E4 

EI1 

T0,T2,T4

光照射時間：1分間 

ファンデーション 
　　　　　オペーク 

マージンオペーク 

FO 

MO 

OA1,OA2,OA3,OA3.5,OB1, 
OB2,OC1,OD2,OD3 
OA1-C,OA2-C,OA3-C,OA3.5-C 

OA4,OB3,OB4,OC2,OC3, 
OC4,OD4,OA4-C 

IC0(クリアー),IC9(ホワイト), 

IC1(メロン),IC7(ラベンダー), 
IC10(コーン),IC12(ブラック), 
IC13(クラックライナー), 

IC2(ローズ),IC3(イエロー), 
IC8(ブルー),IC11(レッド), 

IC4(レッドブラウン), 
IC5(ブラウン),IC6(オリーブ), 
IC14(ダークレッドブラウン)

硬化深度（mm） 

0.25

0.25

0.20

0.15

1.5

0.4

0.2

0.1

1.8

1.3

1.1
1.0
0.9

2.5
2.5 

 
2.9

エナメル 

エナメルインテンシブ 

トランスルーセント 

デンチン／ 
クラシカルデンチン 
 

サービカル／ 
クラシカルサービカル 

オペーク／ 

クラシカルオペーク 

インテンシブカラー 

光照射時間：30秒 
DA1,DA2,DB1,DB2,DC1, 
DD2,DA1-C,DA2-C 

DA3,DA3.5,DB3,DC2,DC3, 
DD3,DD4,DA3-C,DA3.5-C 

DA4,DB4,DC4,DA4-C 

CAL,CBL,CDL,CAL-C 

CAD,CBD,CCL,CDD,CAD-C 

E1,E2,E3,E4 

EI1 

T0,T2,T4

光照射時間：1分間 

ファンデーション 
　　　　　オペーク 

マージンオペーク 

FO 

MO 

OA1,OA2,OA3,OA3.5,OB1, 
OB2,OC1,OD2,OD3 
OA1-C,OA2-C,OA3-C,OA3.5-C 

OA4,OB3,OB4,OC2,OC3, 
OC4,OD4,OA4-C 

IC0(クリアー),IC9(ホワイト), 

IC1(メロン),IC7(ラベンダー), 
IC10(コーン),IC12(ブラック), 
IC13(クラックライナー), 

IC2(ローズ),IC3(イエロー), 
IC8(ブルー),IC11(レッド), 

IC4(レッドブラウン), 
IC5(ブラウン),IC6(オリーブ), 
IC14(ダークレッドブラウン)

硬化深度（mm） 

0.25

0.25

0.20

0.15

1.5

0.4

0.2

0.1

1.8

1.3

1.1
1.0
0.9

2.5
2.5 

 
2.9

エナメル 

エナメルインテンシブ 

トランスルーセント 

デンチン／ 
クラシカルデンチン 
 

サービカル／ 
クラシカルサービカル 

オペーク／ 

クラシカルオペーク 

インテンシブカラー 

光重合時間一覧

光硬化深度（ラボライトLV-Ⅲ使用）

※コービーの光照射20秒は、上記表に準じます。
※コービーを用い、追加築盛や口腔内リペアーの最終重合を行う場合は、1分間光照射します。

※ステップライトSL-Ⅰの光照射10秒間と、コービーの光照射20秒間の硬化深度は、上記表に準じます。

※カラーチャートは単品販売しておりません。　※2.9mlシリンジ単品には、シリンジプランジャーはついていません。

ファンデーションオペーク　

マージンオペーク　

オペーク　

クラシカルオペーク

サービカル

クラシカルサービカル

デンチン　

クラシカルデンチン

エナメル　

エナメルインテンシブ　　

トランスルーセント　　

インテンシブカラー

メタルプライマーⅡ　

コンポジットプライマー　

付属品

10色セット
FO

MO

OA1, OA2, OA3, OA3.5, OA4,

OB2, OB3, OB4, OC2, OC3

CAL,CAD,CBL,CBD,CCL, 

DA1, DA2, DA3, DA3.5, DA4

DB2, DB3, DB4, DC2, DC3

E2, E3, E4

EI1

T0,  T2, T4

IC7(ラベンダー)

○（1.5ml）

○

①～⑥

6色セット
FO

MO

OA2, OA3, OA3.5, OA4,

OB2, OB3, 

CAL,CAD,CBL

DA2, DA3, DA3.5, DA4

DB2, DB3

E2, E3, E4 

EI1, 

IC7(ラベンダー)

○（1.5ml）

○

①～⑥

スターターセット(3色セット)
FO

MO

OA2, OA3, OA3.5

CAL,CAD

DA2, DA3, DA3.5,

E2, E3

IC7(ラベンダー)

○（1.5ml）

○

④～⑥

インテンシブカラーセット

IC0(クリアー), IC3(イエロー),  

IC4(レッドブラウン), 

IC6(オリーブ), IC8(ブルー)

単品包装
FO

MO

OA1, OA2, OA3, OA3.5, OA4, OB1, OB2, OB3, OB4,

OC1, OC2, OC3, OC4, OD2, OD3, OD4

OA1-C, OA2-C, OA3-C, OA3.5-C, OA4,-C

CAL, CAD, CBL, CBD, CCL, CCD, CDL, CDD

CAL-C,CAD-C

DA1, DA2, DA3, DA3.5, DA4, DB1, DB2, DB3, DB4, 

DC1, DC2, DC3, DC4, DD2, DD3, DD4

DA1-C, DA2-C, DA3-C, DA3.5-C, DA4-C, 

E1, E2, E3, E4

EI1

T0,  T2, T4

IC0(クリアー),  IC1(メロン),  IC2(ローズ),  IC3(イエロー),IC4(レッドブラウン),

IC5(ブラウン),  IC6(オリーブ),IC7(ラベンダー),  IC8(ブルー),  IC9(ホワイト),

IC10(コーン),  IC11(レッド),  IC12(ブラック), IC13(クラックライナー), 

IC14(ダークレッドブラウン)

液（5ml）筆付1本　￥6，400

液（3ml）1本　￥3，200　

①平筆No.1（付替え用）＝5本　②丸筆No.1（付替え用）＝5本　　

③筆用ハンドル（アイボリー・ホワイト）各1本　④ディスポパレット5枚　

⑤ディスポパレット遮光カバー1個　⑥シェードガイドシート　

ペースト（2.4mL）

ペースト（2.4mL）　

ペースト（2.4mL）色調16色

　

ペースト（2.4mL）色調5色

ペースト（2.9mL）色調8色　

ペースト（2.9mL）色調2色

ペースト（2.9mL）色調16色

　

ペースト（2.9mL）色調5色

ペースト（2.9mL）色調4色　

ペースト（2.9mL）色調1色　

ペースト（2.9mL）色調3色　

ペースト（2.4mL）色調15色

　

イントロセット(A3セット)
FO

MO

OA3

CAL

DA3,

E3

IC7(ラベンダー)

⑥

￥3，900

￥3，900

￥3，900

￥3，900

￥3，200

￥3，200

￥3，200

￥3，200

￥3，200

￥3，200

￥3，200

￥4，200

￥118，000 ￥72，000 ￥42，000 ￥24，800 ￥19，000

セット内容／単品包装

試験項目　　　　　
製品 

曲げ強さ(Mpa) 

曲げ弾性率(Gpa) 

曲げ歪みエネルギー(Mpa)  

吸水量(μ／cm3） 

咬耗量20万回(μ） 

グラディア 

124 

6.92 

1.29 

31.2 

8.7

製品A 

61 

3.94 

0.65

製品B 

123 

9.13 

1.13 

22.8 

12.3

製品C 

158 

15.34 

0.82 

10.0 

5.7

試験項目　　　　　製品 

曲げ強さ(Mpa) 

曲げ弾性率(Gpa) 

曲げ歪みエネルギー(Mpa)  

咬耗量20万回(μ） 

プロシモ 

124 

6.92 

1.29 

8.7

製品A 

61 

3.94 

0.65 

15.1

製品B 

123 

9.13 

1.13 

12.3

製品C 

158 

15.34 

0.82 

5.7

試験項目　　　　　製品 

曲げ強さ 

(MPa) 

 表面粗さ(Rz) 

(μm） 

金属-オペーク 
レジンの接着(MPa) 

4℃～60℃  サーマルサイクル2000回後 

プロシモ 

103.5 

（1.0） 

0.30 

（0.05） 

16.3 

（2.8） 

A 

87.5 

（4.7） 

0.28 

（0.03） 

7.2 

（0.8） 

B 

67.1 

（3.1） 

0.63 

（0.03） 

12.0 

（3.4） 

C 

92.0 

（5.7） 

0.31 

（0.05） 

従来品 

79.0 

（12.0） 

0.42 

（0.03） 

12.5 

（1.4） 

理工学特性
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アルミナサンドブラスト処理をしたメタルフレーム面を指で触れてしまったの
ですが、メタルプライマーⅡの接着力に影響がありますか？
脂分をはじめ被着面の異物による汚染は接着力に大敵です。汚染の心配がある
場合は、再度アルミナサンドブラスト処理を行なってください。

アルミナサンドブラスト処理をした後に超音波洗浄やスチームクリーナーによ
り清掃した方がよいと思うのですが？
超音波洗浄やスチームクリーナーは、その洗浄水の中に脂分や汚染物質の残存
が考えられるためお薦めできません。エアーガンによりアルミナサンドを吹き
飛ばす程度で充分な洗浄効果がありますので、それ以上の清掃処理の必要はあ
りません。

オペークをシリンジから採取したときに、少し硬くなった気がするのですが？
チキソトロピー効果によるもので、品質には問題ありません。ディスポパレット
に採取した後、筆でペーストをかき回すなど動きを与えますとすぐに流動性を
回復します。
※チキソトロピー効果とは、「外力が加わると柔らかくなり、外力がなくなるとそ
の形状を保とうとする性質』です。プロシモでは、オペークを築盛したときにフ
レームの凹面部へ必要以上に垂れていかないように、この効果を強めに設計し
てあります。

オペークの流れを良くする方法や希釈材はありませんか？
ありません。コンポジットプライマーやインテンシブカラーはオペークの希釈
材には使用できませんのでご注意ください。

ファンデーションオペークを使用せずに、通常のオペークだけでオペーク操作
を行なうことはできますか？
通常色オペークも硬化深度を確保してあるため可能ですが、リテンションビー
ズのアンダーカット部の重合を確実にするためファンデンションオペークとの
併用をお進めします。通常オペークのみでオペーク操作を行う場合、アンダー
カット部の重合を得るために極めて薄く塗布し、４回以上の塗布及び重合操作
を行って下さい。

リテンションビーズⅡＳＳサイズを使用していますが、ファンデーションオペー
ク１回でビーズの頭が隠れるまで築盛しても大丈夫ですか？
ファンデーションオペークの硬化深度は250μｍあり、ＳＳＳサイズ（100μｍ）
のビーズを使った場合のアンダーカット約50μｍを1回で充分に重合できま
す。しかしながら、これがＳＳタイプ（200μｍ）になるとアンダーカット部は約
100μｍにも達しますので、ペースト内の反射光では未重合部分を残す可能性
があります。このため、ＳＳサイズ使用時は、まずアンダーカット部分の高さ（ビー
ズ径の約1/2）まで、ファンデーションオペークを塗布して一度重合した後、その
上に、通常色オペークを2回ないし3回塗布するようにしてください。アンダー
カット部の確実な重合と、作業の効率化を図るために、リテンションビーズⅡＳＳ
Ｓの併用をお薦めします。

オペークが硬化しないのですが？
築盛層が厚く、未重合になっていることが考えられます。Ｐ4に記述している築
盛量をご参考の上、なるべく薄く2回に分けて築盛するようにしてください。

オペークを塗布する筆やディスポパレットの洗浄方法はどうするのですか？
エタノールで洗浄してください。なお、洗浄後に再使用する際はエタノールの乾
燥を良く確認してから使用してください。

ブリッジ製作の際、重合時にクラックが入るのですが、何か良い方法はありませ
んか？
レジンの重合収縮の影響で、1度に多量に盛った場合などにクラックが入るこ
とがあります。この重合収縮を1歯ずつに分散させる意味で、デンチン及びエナ
メル築盛時にスパチュラで連結部に切れ目を入れたり、1回の築盛量を少なく
して２〜3回に分けて築盛しますと、クラックを防止することができます。

築盛時に気泡を埋入してしまうのですが、どんなことに注意すればいいので
しょうか？
シリンジからペーストを採取する前に、ペーストの先をスパチュラで軽くたたく
ようにして気泡の原因になるペースト表面の凹凸をならしてから、採取・築盛す
ると気泡を巻き込むのを防ぐことができます。また、使用するスパチュラの先端
にレジン等が付着してガサガサになっていると、採取時にペーストの表面がさ
さくれ立ち、気泡を巻き込む原因となりますので注意してください。なお、コンポ
ジットプライマーを築盛面に薄く塗ることによってペーストのなじみを良くす
ることも有効です。その際は、コンポジットプライマー塗布後に１分間光重合を
行なってから次のペーストの築盛に移ります。

ブリッジのポンティックの空洞部には何を築盛すれば良いのですか？
プロシモは重合特性に優れているため、エナメル・トランスルーセント系の中か
ら選んでご使用ください。空洞部をトランスルーセント等で、隣在するフレーム
面とほぼ同じ程度のカントゥアーに回復した後、オペークから築盛作業を行な
います。なお、重合深度についてはＰ6を参照して、使用部位に適していることを
確認してください。

光照射器は何を使用しても良いのですか？
本取扱説明書の中でも記載している機種（ラボライトＬＶ‐Ⅱ・Ⅲ（Ⅰ）、ステップライ
ト、デンタカラーＸＳ、ユニックス、ソリディライト、αライト）については、物性等を
確認しておりますので、所定の光照射時間でご使用いただけます。なお、可視光線
照射器でありながら紫外領域の光を照射している機種や紫外線照射器はご使
用できませんのでご注意ください。また、光照射器のランプが汚れていたり、耐用
時間を超えていますと本来の照射能力を発揮できていないことがありますの
で、定期的なメンテナンスを行なってください。
※紫外領域の光は、レジンの表層を過剰硬化させて、次のレジンと接着するため
に必要なモノマーが残らないために、レジンとレジンの界面で剥がれることが
あります。また、表層は硬化するものの、中まで重合できないことも紫外領域の光
の影響として挙げられます。

コンポジットプライマーは他社の硬質レジンにも使用できますか？
MFRタイプの硬質レジンに使用可能です。またジーシーデュラデントのような
硬質レジン歯にプロシモのエナメルなどを追加築盛することも可能です。

筆を使用する場合が多いですが、それぞれ洗浄方法はどのようにすればよいで
しょうか？
メタルプライマーⅡ、オペーク使用の筆は、各使用後充分にエタノールにて洗浄
してください。

操作中にペーストが硬化しはじめてしまいますが？
窓際の明るいところでは光が強いため硬化が始まることがあります。ブライン
ドを降ろすか、窓から離れて作業をしてください。また、理工学的性能を高める
ために光に対して反応性が高く設定されてありますので、技工用ライトから
30cm以上は離れた場所で作業を行ってください。特にトランス系の透明色は
硬化が早く、技工用ライト直下10000ルクスでは、1分30秒で硬化しはじめま
す。

適応症例でない場合をお教え下さい。
不正咬合、咬合悪習癖（クレンチング、ブラキシズム）を伴う症例には使用しないで
ください。咬合コンタクトポイントがフィニッシングラインにくる場合には、メタ
ルで接触させてください。

保管方法はどのようにするのですか？
基本的には、常温で直射日光を避けられる場所であれば問題ありません。長期保
存する場合は、冷暗所にて保管してください。ただし、冷蔵庫で保管しますと、ペー
ストが硬くなりますので、常温で30分以上放置してからご使用ください。

　
Q&A

メタクリレート系モノマーに対して発疹、皮膚炎などの過敏症のある患者には
使用しないこと。
本材の使用により発疹などの過敏症状を起こした術者は、使用を中止し、すぐ
に医師の診断を受けること。
本材に対して発疹・皮膚炎などの過敏症の既往歴のある術者は、本材を使用しな
いこと。また、使用により過敏症を起こしたときには、使用を中止し、すぐに医師
の診断をうけること。
本材は、口腔軟組織や皮膚に付着させたり、目に入らないように注意すること。
付着した時は、すぐに多量の水で洗浄すること。万一目に入ったときは、すぐに
多量の流水で洗浄し、眼科医の診断を受けさせること。
メタルプライマーⅡ、コンポジットプライマーの誤飲には充分に注意すること。
本材の液状のものは、可燃性ですので、火気の近くで使用したり、火気の近くに置
かないこと。
本材は他の製品と混用しないこと。
本材の重合の際は所定の光照射時間を遵守すること。また紫外線照射器や可視
光線照射器で紫外領域の光も照射している光照射器は使用しないこと。
光照射器が点灯の際は、光を直視しないこと。
本材は開封前は冷蔵庫に保管すること。開封後は直射日光を避け、室温または
冷蔵庫で保管すること。なお、冷蔵庫で保管した場合は室温に戻して使用する
こと。
本材は、採取後速やかに使用し、容器はすぐに密栓すること。特に液状のものは、
揮発性が高いので注意すること。
形態修正や研磨の際には、粉塵による人体への影響を避けるため、集塵装置や
防塵マスクを使用し、粉塵を吸入しないように注意すること。
本材に添付する筆は本材専用として使用すること。
本材は歯科の従事者以外が触れないように適切に保管・管理すること。
本材は、使用説明書に記載の用途以外には使用しないこと。
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 その他の注意事項

冷暗所に保管し、2年以内に使用してください。
光重合器は、定期的に清掃及びランプの交換などのメンテナンスを行ってくだ
さい。
ファンデーションオペーク、マージンオペーク、オペーク、インテンシブカラー、
クラシカルオペーク他各種液状ペーストを採取後は、必ずシリンジノズルのま
わりに付着した余剰ペーストを除去した後に、キャップをしてください。
メタルプライマーⅡ専用の筆は、他の用途には使用しないでください。
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